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Ⅵ-01 得意先別売仕処理 
 

得意先別売仕処理の役割 

指定された委託先で在庫が存在する商品を SKU 単位で表示します。 

表示された商品の売上数、返却数の入力を同時に行う事ができ、入力された売上数、返却数で SHOP 売上明細、 

出荷返品明細を作成し、伝票発行も可能です。 

 

 

 【委託管理 作業フロー】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③得意先別売仕処理 

②配分出荷入力  

 出荷入力 

①受注入力（発注入

力）  

⑥出荷一覧表 

SHOP 管理の各種帳
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④SHOP売上入力 

⑤出荷入力 

売上の訂正入力 

出荷返品の訂正入力 

⑨在庫調整入力 

※返品の訂正や売上の訂正 
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「SHOP売上入力」 

「出荷入力」でおこなう 

⑧在庫問合せ 
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得意先別売仕処理画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

操作上の注意 
 

①項目移動について 

項目移動は Enter キーまたはマウス操作で可能です。 

項目により移動は矢印（← →）キーでも可能です。 

 

②マスター表示機能 

各マスター項目でスペースキー押下にてマスター参照が可能です。 

 

得意先を指定 担当者を指定 
商品条件設定

を指定 税率を指定 
指定条件で 
検索 

[変動値]売上数 
を入力 

[変動値]返却数 
を入力 

売掛年齢情報 
を表示 
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操作方法 

1. 得意先 

得意先コードを入力します。 

また、スペースキー押下にて得意先検索が表示されます。 

※取引先区分「1-委託」に設定されている得意先が対象となります。 

 

 

 

 

 

 

2. 担当者 

デフォルトで、指定した得意先に登録されている担当者が表示されます。 

変更する場合は、担当者コードを入力します。 

また、スペースキー押下にて担当者検索が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 売掛年齢情報 

指定された得意先の売掛残情報が表示されます。 

表示されるのは、販売管理の売掛金年齢問合せの未更新を含む(発行完了後)の場合と同じです。 

 

 

 

 

 ・取引限度額：得意先マスターの取引限度額。(本店単位) 

 ・売掛残：売掛予定と確定売掛残金額を合計した金額。 

 ・売掛残予定：締め処理前の売掛金額。発行完了後の出荷明細、未更新の SHOP 明細も含めた金額。 

 ・1 ヶ月～3 ヶ月以降：締め処理後の売掛確定金額の未入金分の売掛残金額。 

               入金予定日が過ぎても売掛が残っている場合表示欄が黄色になります。 
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4. 返却依頼書 No 

過去に出力した返却依頼書と同じ SKU を表示させたい場合に No を入力します。 

(返却依頼書 No を入力した場合は、商品条件の設定はできません) 

スペースキー押下で返却依頼書検索画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      先に得意先を入力済みの場合は、入力されている得意先のみが表示されます。 

      表示順はソート項目選択によって以下の通りとなります。 

        発行日付：発行日付(降順)＞返品依頼書 No(降順)＞得意先(昇順) 

        返品依頼書 No：返品依頼書 No(降順)＞発行日付(降順)＞得意先(昇順) 

        得意先：得意先(昇順)＞発行日付(降順)＞返品依頼書 No(降順) 

 

      選択した返品依頼書 No を親画面に表示します。 

      得意先が未入力の場合は、選択した得意先を親画面に表示し、得意先情報も表示します。 

 

5. 商品条件設定 

商品条件設定ボタン押下にて、抽出する商品の条件を指定する画面を表示します。 

※商品条件設定は処理を閉じるまでは設定を保持しますが、前回内容の設定は保持しません。 
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日付条件：出荷と経過日数のどちらかを指定します。初期選択は経過日数です。 

作業日付：日付条件で出荷日を選択した場合に入力可能です。 

          入力された作業日付の範囲に出荷実績のある商品が対象となります。 

          ※未指定の場合は条件なしとなります。 

   経過日数：日付条件で経過日数を選択した場合に入力可能です。 

          当日から指定した日数以前の作業日付の出荷実績のある商品が対象となります。 

          ※未指定の場合は条件なしとなります。 

商品条件：商品マスターのブランド、商品分類(アイテム)、展示会、季節及び品番の条件が指定可能です。 

       条件指定方法は、品番以外は範囲指定と個別指定から、品番は範囲指定、前方一致指定、 

       個別指定から選択可能です。 

設定完了：商品条件設定画面を閉じます。 

 

6. 在庫情報 

在庫の上代、下代、原価情報を表示します。 

 

 

 

 上代：「在庫数×出荷明細上代」or「商品マスター上代」の合計を表示します。 

 下代：「在庫数×出荷明細下代」or「商品マスター上代×得意先マスター掛率/100」の合計を表示します。 

 原価：「在庫数×商品マスター原価」の合計を表示します。 

 

7. 納品書情報 

納品書に使用する情報を入力します。 

 

 

 伝票日付：作成する SHOP 売上明細の売上日、返品明細の作業日付、伝票日付となる日付を入力します。 

        ※初期表示は当日の日付です。 

 備考：伝票に印字する伝票備考を入力します。 

     (半角 30 文字まで入力可能です) 

 返却先：[変動値]返却が入力されている SKU の出荷返品明細を作成するときの返却先の倉庫を入力します。 

 

8. 検索 

検索ボタン押下にて、指定した得意先で商品条件に一致する商品で現在庫のある SKU を抽出して表示します。 

また、在庫がマイナスの場合は「0」とみなされます。 

※処理日時の現在庫数が表示され、表示順は品番、Y 軸、X 軸の順です。 

 

返却依頼書 No 指定時は該当する返却依頼書 No の SKU で在庫のあるものを表示します。 

(返却依頼書の出力後に在庫の変動があった場合は、出力した返却依頼書とは内容が異なる事があります。) 
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9. 明細部 

 

 

 

 

 

 

・依頼書：返品依頼書に出力したい SKU をチェックボックスにて選択します。 

     ※全選択ボタン、全解除ボタンで選択の一括変更が可能です。 

・品番：品番が表示され、タイトル行をクリックする毎に昇順(▲)、降順(▼)が切り替わります。 

・サーチ：入力されている内容で品番を現在位置から 

      下に向かって部分一致で検索し、該当する行の 

      [変動値]売上にフォーカスを移動します。 

      現在位置から下に該当行が無い場合は 

      先頭から検索を行うかメッセージ表示します。 

・品名：商品マスターの品名を表示します。 

・Size：サイズの名称または、コードを表示します。 

・Color：カラーの名称または、コードを表示します。 

・上代：商品マスターの上代を表示します。 

・掛率：得意先マスターの掛率が表示され、入力も可能です。(売上の下代を設定時に使用します) 

     変更した場合、「上代×掛率÷100」で下代を算出・表示します。 

・下代：「上代(商品マスターの上代)×掛率(得意先マスターの掛率)÷100」で算出した下代です。 

・[累計値]投入：累計の出荷数(投入数)を表示します。 

・[累計値]売上：累計の売上数(SHOP 売上数)を表示します。 

・[累計値]返却：累計の返品数(返却数)を表示します。 

・[累計値]在庫：現在庫数を表示します。(処理日時点の現在庫数) 

          棚ロスや在庫調整の履歴がある場合、「投入－売上－返却＝在庫」とはなりません。 

 

 

 

 

 

・[変動値]売上：売上数を入力します。(残数を超える数字は登録できません) 

・[変動値]返却：返却数を入力します。(残数を超える数字は登録できません) 

・[変動値]残数：売上や返却後の在庫残数を「在庫－売上－返却」で算出して表示します。 

・金額切替：金額切替ボタン押下にて、「下代」と「上代」表示が切り替わります。 

・売上金額：売上(変動値)×画面の下代を表示します。 

        ※画面上の下代(掛率)を変更すると変わります。 

・返却金額：返却(変動値)×出荷明細の下代 or 商品マスター上代×得意先マスター掛率÷100 を表示します。 

        ※画面上の下代(掛率)を変更しても変わりません。 
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・受払履歴：選択されている SKU の現在庫の発生時点からの受払履歴を表示します。 

 一旦、在庫が「０」になり、再度、在庫が発生した場合は在庫が「０」になるまでの受払履歴は 

 表示されません。 

 出荷明細は発行完了後の明細からが対象となります。 

 日付、区分(仕入、移動出庫、投入・返品、売上、調整・廃棄・ロス)の順に表示されます。 

 受払履歴はマウスでドラッグにて、動かす事が可能です。 

・日付：投入、返品、仕入の作業日付、売上の売上日、調整・廃棄・ロスの日付です。 

・伝票 No：投入、返品、仕入、売上、廃棄の伝票 No です。 

※伝票 No を付番していない売上と調整・ロスの場合は空白になります。 

・区分：明細の区分です。以下の略称で表示されます。 

 

 
入荷明細 

出荷明細 

（得意先が出庫元） 

出荷明細 

（得意先が出荷先） 
SHOP 売上明細 

黒 仕入 移出 投入 売上 

赤 仕赤 移赤 投赤 売赤 

返品 仕返 移返 返品 売返 

返品赤 仕返赤 移返赤 返赤 売返赤 

 

 在庫調整明細 廃棄明細 棚ロス明細 積送ロス明細 

 在調 廃棄 棚ﾛｽ 積ﾛｽ 

 

・数量：数量です。符号は以下の通りとなります。 

 

 
入荷明細 

出荷明細 

（得意先が出庫元） 

出荷明細 

（得意先が出荷先） 
SHOP 売上明細 

黒 ＋ ＋ ＋ ＋ 

赤 － － － － 

返品 － － － － 

返品赤 ＋ ＋ ＋ ＋ 

 

 

 在庫調整明細 廃棄明細 棚ロス明細 積送ロス明細 

 在庫増の場合＋ 

在庫減の場合－ 
－ 

在庫増の場合＋ 

在庫減の場合－ 

在庫増の場合＋ 

在庫減の場合－ 

 

・単価：入荷明細の原価、出荷明細、SHOP 売上明細の下代です。調整・廃棄・ロスの場合は空白になります。 

・在庫：在庫数の推移が表示されます。 
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10. 更新 

伝票発行ボタン、更新ボタン押下にて更新を行います。(伝票印刷が不要な場合は、更新ボタンにて更新します) 

[変動値]売上＋[変動値]返却が在庫数を超えている場合はエラーとなり、更新できません。 

伝票日付のチェック(月次更新済み、締め処理済み、実棚確定済みの場合はエラー)と入力内容に問題が無い 

場合は、確認メッセージを表示します。 

 

 

 

 

 

 

    ＜売上の登録＞ 

    ・[変動値]売上が入力されている SKU の SHOP 明細を作成します。 

    ・担当者は画面上の担当者で登録します。(同一売上日、店舗で別の担当者の明細が存在する場合) 

    ・上代は画面上の上代(商品マスター上代)、下代は画面上の下代で登録します。 

    ・セール区分はプロパーで登録します。 

 

    ＜返品の登録＞ 

    [変動値]返却が入力されている SKU の出荷返品明細を作成します。 

    返品明細は出荷入力の受注残対応無しデータとして登録します。 

 

    先入先出で在庫の残っている古い投入の在庫数から順に返品明細を作成します。 

    出庫元、上代、下代、税率は元となる出荷明細の出庫元、上代、下代、税率をそのまま使用します。 

    ※課税区分は登録時にマスターに従うので、投入時と設定が違う場合は消費税に差異がでます。 

 

    返却数が入力されている SKU を同一出庫元、上代、下代、品番、Y 軸でマトリックスに変換します。 

    得意先の伝票種別の伝票マスター設定(まとめ方法と行数)に合わせて伝票 No を付番します。 

    出庫元が違う場合、または伝票行数を超える場合は別の伝票 No となります。 

 

    ＜処理ログの登録＞ 

    処理日時、処理者 ID、処理内容(0：売上、1:返品)を登録します。 

 

11. 伝票発行 

伝票発行ボタン押下し、登録メッセージの表示後に伝票発行確認画面を表示し、伝票発行を行います。 

伝票発行確認画面は売上伝票、返品伝票の順に別に表示されます。 

 

 

 

 

 

12. 中止 

中止ボタン押下にて、明細部をクリアしてヘッダー部入力に戻ります。(ヘッダー部はクリアされません) 

 

13. 終了 

終了ボタン押下にて、処理を終了します。 
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14. 拡張機能 

拡張ボタン押下にて、メニューが展開されます。 

「在庫照会」「返却依頼書」「一括売上」「一括返却」より処理を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・在庫照会 

 在庫照会ボタン押下にて、得意先の現在庫の店別在庫問合せの結果が表示されます。 

 また、カーソルのある品番が検索品番に初期表示され、当該品番を検索表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【詳細仕様】 

  得意先：得意先別売仕処理の得意先を表示します。 

  検索品番：得意先別売仕処理でカーソルのある品番が初期表示されます。 

  サーチ：検索品番に入力されている品番を検索します。 

  在庫選択：現在庫固定表示。 

  ※その他の項目は出荷管理の在庫問合せと同内容です。金額は上代固定です。 
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・返却依頼書 

 出力した依頼書を委託先に送付し、返却の確認と実際の返却数を記入後に、商品と一緒に返送頂き、 

 戻ってきた返却依頼書を元に返却の登録を行う際に使用します。 

 

 画面上で依頼書にチェックされている SKU の在庫数をもとに返却依頼書を出力します。 

 出力時に返却依頼書 No を付番します。 

 返却依頼書 No と SKU を保存し、返却依頼書 No での呼び出しに利用します。 

 在庫数は保存されません。 

 また、出力日時をログデータに残します。(売仕残高一覧表に使用されます) 

 

 【帳票イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出力項目】 

得意先：画面上の得意先名＋「御中」 

日付：出力年月日 

返却依頼書 No：返却依頼書を出力する度に自動で付番される 8 桁の No. 

 

品番～Color：画面上の依頼書にチェックをつけた SKU を表示します。 

最新投入日：該当 SKU を得意先へ出荷した最終の作業日付 

数量：画面上の在庫数 (現在庫数) 

上代：画面上の上代 (商品マスター上代) 

上代金額：上代×数量 

確認：委託先のチェック用 

返却数：返却依頼数(数量)と実際の返却数が異なる場合に委託先に実際の返却数を記入してもらいます。 
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・一括売上 

 在庫－[変動値]返却を売上に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 既に売上数に入力がある場合は、上記メッセージ後に下記のメッセージを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一括返却 

 在庫－[変動値]売上を返却に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 既に返却数に入力がある場合は、上記メッセージ後に下記のメッセージを表示します。 
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15. 操作ログ 

メニューバーより「処理」→「操作ログ」を選択する事で、処理を開きます。 

全ユーザーのログを確認する場合は「全ユーザーの操作ログを表示」に 

チェックを付けます。 

 

   【画面イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【詳細仕様】 

  リスト：得意先別売仕処理の操作ログが処理日時の降順に一覧を表示します。 

 

  処理日：得意先別売仕処理にて、処理をした日時を表示します。 

  得意先名：得意先マスターの得意先名を表示します。 

  処理内容：売上・返品を表示します。 

  処理者：NBS のログインユーザー名と氏名を表示します。 

       (マスター管理のユーザー設定にて登録されている名称) 

 


